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第
26
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て 

岩
見
沢
駐
屯
地
司
令 

 

 

こ
の
度
、
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令
を
拝
命
し
た
福
永
１
佐
で
す
。 

輝
か
し
い
伝
統
あ
る
精
強
第
12
施
設
群
そ
し
て
岩
見
沢
駐
屯
地
で
勤
務
で
き
る
こ
と
は

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。 

 

さ
て
、
我
が
国
周
辺
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
、
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
状

態
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
国
際
情
勢
は
、
度
重
な
る
紛
争
を
経
て
不
確

実
性
を
よ
り
増
大
さ
せ
て
い
る
と
と
も
に
、
次
々
と
投
入
さ
れ
る
最
新
技
術
に
よ
り
、

作
戦
様
相
は
急
速
に
高
度
化
・
複
雑
化
し
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害

も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
急
速
に
変
化
す
る
環
境
に
お
い
て
、
我
々
第
12
施
設
群
は
、
い
か
な
る

事
態
で
も
即
動
し
、
必
ず
任
務
を
達
成
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
第
12
施
設
群
の
部
隊
・
隊
員
に
対
し
て
は
、
「
変
化
へ
の
適
応
」
、
「
協
調
」

の
二
点
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
で
あ
る
「
変
化
へ
の
適
応
」
で
す
が
、
世
界
は
、

様
々
な
分
野
の
技
術
進
展
に
よ
り
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
私
た
ち
の
活
動
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
適
者
生
存
と
の
言
葉
の
と
お
り
、
私
た
ち
は
環
境

の
変
化
に
適
応
し
て
い
か
な
く
て
は
任
務
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
現
状
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
新
た
な
能
力
を
獲
得
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
従
来
取
り
組
ん
で
き
た
基
礎
的
な
能
力
の
強
化
を
大
事
に
し
つ
つ
、

意
欲
的
に
新
た
な
分
野
に
も
取
り
組
む
こ
と
を
隊
員
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。
二
つ
目

で
あ
る
「
協
調
」
で
す
が
、
自
衛
隊
の
強
み
は
組
織
力
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
、
そ
し
て
そ
れ
を
構
成
す
る
個
々
の
隊
員
が
、
保
有
す
る
専
門
分
野

の
力
を
結
集
す
る
こ
と
が
組
織
力
の
発
揮
に
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
際
、
重
要
な
の
は
、

共
通
の
目
的
の
下
、
関
係
者
相
互
が
時
間
的
・
空
間
的
に
し
っ
か
り
連
携
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
互
い
を
知
り
、
尊
重
し
、
同
じ
目
線
で
認
識
を
共
有
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
隊
員
に
は
部
隊
の
中
は
勿
論
の
こ
と
、
部
内
外
の
全
て
の
関
係
者

と
協
調
す
る
こ
と
を
常
に
意
識
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
環
境
の
急
速
な
変
化

に
追
随
し
、
先
ん
じ
て
い
く
た
め
に
は
、
私
自
身
も
部
隊
と
と
も
に
変
化
に
適
応
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
私
の
指
揮
・
統
率
方
針
と
し
て
「
対
話
に
よ
る 

 
 

知
恵
の
結
集
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
い
か
な
る
事
態
や
変
化
に
対

し
て
も
、
国
民
や
地
域
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
続
け
る
た
め
、
部

隊
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。 

 

次
に
岩
見
沢
駐
地
屯
司
令
と
し
て
、
駐
屯
地
所
在
部
隊
・
隊
員

に
対
し
、
「
地
域
へ
の
貢
献
」
、
「
と
も
に
環
境
を
創
る
」
の
二

点
を
要
望
し
て
い
ま
す
。 

 

一
つ
目
の
「
地
域
へ
の
貢
献
」
で
す
が
、
私
た
ち
は
既
に
七
〇

年
近
い
年
月
を
地
域
の
一
員
と
し
て
歴
史
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
の
お
陰
で
任
務
遂
行

に
邁
進
で
き
た
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

安
心
・
安
全
の
支
え
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
を
形
成
す
る
住
民
の

一
員
と
し
て
地
域
と
と
も
に
日
々
歩
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
二
つ
目
の
「
と
も
に
環
境
を
創
る
」
で
す
が
、
駐
屯
地
は

我
々
部
隊
の
活
動
基
盤
で
あ
る
と
と
も
に
生
活
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
快
適
な
生
活
・
勤
務
環
境
は
隊
員
の
英
気
を
養
い
、
ま
た
、

事
態
に
即
動
し
持
続
す
る
支
え
と
も
な
り
ま
す
。
良
い
環
境
を
創

る
た
め
に
は
駐
屯
地
業
務
隊
だ
け
で
な
く
使
用
者
で
あ
る
他
の
部

隊
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
各
部
隊
に
は
自
ら
快
適
な
生
活
・
勤

務
環
境
を
創
る
気
概
を
も
っ
て
ど
う
す
れ
ば
よ
り
良
く
な
る
か
創

造
し
協
力
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

最
後
に
、
第
12
施
設
群
長
及
び
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令
と
し
て
、

部
隊
の
先
頭
に
立
ち
、
自
衛
隊
の
精
強
化
に
邁
進
す
る
所
存
で
す

の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

                     プロフィール 
 
昭和４６年生まれ 鹿児島県出身  
福岡大学（人文学）（９４Ｕ） 
 
                   ＜主要部隊歴＞ 
 
第８施設群              【善通寺】 
第１１０教育大隊           【善通寺】 
第６施設群（第３４８施設中隊）    【岐 阜】 
幹部学校（ＣＧＳ）          【目   黒】 
第１０５施設器材隊          【南恵庭】 
研究本部               【朝 霞】 
陸上幕僚監部（厚生課）        【市ヶ谷】 
陸上幕僚監部（人計課）        【市ヶ谷】 
第３０４水際障害中隊長        【和歌山】 
陸上幕僚監部（人計課）          【市ヶ谷】 
統合幕僚学校（統合高級）       【目 黒】  
統合幕僚課程（教官）         【目 黒】 
九州補給処（健軍支所長）         【健 軍】 
陸上幕僚監部（営繕班長）       【市ヶ谷】 
東部方面総監部（施設課長）      【朝 霞】 
小平学校総監部（部長）        【小 平】 
補給統制本部総務部総務課（課長）   【十 条】 
現職務                【岩見沢】 
 
 



第４００施設中隊訓練検閲 
 第１２施設群（群長・山下１佐）は令和７年２月６日（木）～８日（土）までの間、北海道大演習場において、第
４００施設中隊（中隊長・中山１尉）に対し、米陸軍との積雪地における実動訓練であるノース・ウインド２５の場
を活用し、「第１８普通科連隊に配属された施設中隊の行動」について訓練検閲を実施した。 
 訓練検閲開始にあたり統裁官（群長）として「任務の完遂」・「安全管理の徹底」の２点を要望した。隊容検査で
は、隊員の任務の理解度、防護マスクの装脱面、１２．７㎜重機関銃、８４㎜無反動砲、５．５６㎜機関銃射撃、至
近距離射撃、野外衛生、背のう入れ組品及び車両等の検閲準備状況を確認した。 
 状況開始後は、北海道大演習場へ前進し、車装変換を実施後、アップダウンの激しい約１０㎞の経路をスキーによ
り行進した。目的地到着後、集結地を占領して、指揮所の開設を実施し、普通科連隊との調整を綿密に行い、障害処
理、交通作業等の施設支援を実施し、普通科連隊の任務達成に大きく寄与した。 
 検閲間は今シーズン最強寒波が押し寄せ、氷点下１０度以下の厳しい寒さになる中、第４００施設中隊は、一件の
事故無く無事に駐屯地及び家族のもとに帰還し、任務を達成する事ができた。今後も諸職種協同における施設支援能
力を向上すべく日々錬磨していく。 

隊容検査（任務の理解） 隊容検査（１２．７㎜重機関銃） 車装変換 

会議に参加する中隊長 命令下達 

スキー行進① スキー行進② 障害処理 

第

24

代

第
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設

群

長

兼

ね
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岩

見

沢

駐

屯

地

司

令 

 

１
等
陸
佐 

山
下 

拓
路 

 

離
任 

 

令
和
７
年
３
月
22
日
（
火
）
、
岩
見
沢
駐
屯
地
に
お
い

て
第
25
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令 

山
下 

拓
路 

１
等
陸
佐
の
離
任
式
を
第
３
施
設
団
長 

鹿
児
島 

洋 

陸
将
補
の
立
ち
会
い
の
も
と
挙
行
し
ま
し

た
。 

 

山
下
１
佐
は
、
令
和
５
年
３
月
に
着
任
し
、
２
年
に
わ

た
り
透
徹
し
た
使
命
感
と
卓
越
し
た
統
率
力
に
よ
り
職
務

を
遂
行
し
ま
し
た
。
特
に
第
12
施
設
群
長
と
し
て
統
率
方

針
「
み
ち
を
ひ
ら
く
」
、
「
挑
戦
」
、
「
信
頼
」
を
掲
げ

ま
た
、
「
地
域
と
と
も
に
」
、
「
融
和
団
結
」
を
要
望
事

項
と
し
て
、
熱
意
と
創
意
を
も
っ
て
隊
務
を
運
営
し
ま
し

た
。
特
に
、
令
和
６
年
度
第
12
施
設
群
訓
練
検
閲
に
お
い

て
、
重
要
防
護
施
設
の
防
護
任
務
に
始
ま
り
、
各
種
障
害

構
成
や
07
式
機
動
支
援
橋
の
架
設
等
施
設
技
術
を
遺
憾
な

く
発
揮
し
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
達
成
し
「
概
ね
優
良
」

の
評
価
を
得
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
駐
屯
地
司
令
と
し
て
の
地
元
協
力
団
体
と
更
な

る
連
携
を
図
り
、
信
頼
さ
れ
る
地
域
社
会
の
一
員
と
な
る

べ
く
市
内
で
開
催
さ
れ
る
各
種
部
外
行
事
を
積
極
的
に
支

援
し
、
地
域
に
根
差
し
た
駐
屯
地
と
し
て
信
頼
感
醸
成
に

貢
献
し
ま
し
た
。 

 

山
下
１
佐
は
駐
屯
地
全
隊
員
に
見
送
ら
れ
、
第
1
科
長

（
島
﨑
３
佐
）
の
発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱
を
受
け
、
多
く

の
思
い
出
と
と
も
に
新
任
地
で
あ
る
教
育
訓
練
研
究
本
部

（
目
黒
）
へ
向
け
駐
屯
地
を
後
に
し
ま
し
た
。 



 岩見沢駐屯地（司令・山下１佐）は令和７年１月１１日（土）～２月７日（金）の間、岩見沢駅東市民広場公
園で開催された「第３５回ＩＷＡＭＩＺＡＷＡドカ雪まつり」の大型滑り台付メインステージ（全長約２０ｍ・
高さ６ｍ）を製作しました。 
 この祭りは、今年で３５回目を迎え道内屈指の豪雪地帯である岩見沢市で、雪と触れ合い冬を楽しもうという
趣旨のもとで行われており岩見沢市の冬の一大イベントとなっています。 
 駐屯地は、平成５年開催の第３回目より支援を実施しており、今回は第３９８施設中隊（中隊長・神谷１尉）
が担任し、駐屯地各部隊からの日々支援人員３０名をもってメインステージを製作し、期間を通じて降雪や気温
が上下する不安定な気候の中、苦戦しながら日中のみならず夜間も作業を行い製作しました。 
 この間１月３１日（金）、岩見沢市長が会場へご来訪され謝意を受けました。 
 ２月８日（土）天候に恵まれ冬日和の中、開会式にて、無事に市へ引渡し、引渡状及びゴールドショベルを贈
り、実行委員長より感謝状を受け取りました。 
 本支援を通して地域の活性化に寄与するとともに、地域住民に対して駐屯地への認知・理解の促進を図りまし
た。 
 
 

製作開始 

引渡前点検 完成したメインステージ（開催日） 

メインステージ製作中 階段製作中 滑り台製作中 

岩見沢市長・駐屯地司令訪問 

完成記念写真 

製作中① 製作中② 

引渡式 



 隊友会岩見沢支部は天候に恵まれた１月６日（月）の夕、岩見沢市・商工会議所・JAいわみざわで構成する実行委
員主催の新年交札会がサンプラザで行われ、支部役員が参列しました。式典では国歌斉唱、岩見沢市長による新年の
挨拶などの後、宴に入り参加者懇談の場となり市内の官公庁、企業、商工農業団体及び文化団体の代表ら約３００名
の参加者が新年の門出を祝いました。 
 駐屯地からは駐屯地司令、業務隊長及び群１科長が来賓として参列しており、市長のほか、他政官界等の多数の関
係者と挨拶・歓談している姿が見られました。 
 支部役員は、支部特別会員である市議会議員、文化団体などの方々と新春の挨拶を交わすとともに、広報紙のスポ
ンサー企業の代表とも会話できる時間があり、本年の支部行事などの展望について語り合うことができました。 

隊 友 会 だ よ り 

令和７年新年交礼会へ参加 

隊友の集いの開催 

 支部は３月１日（土）午後、北村温泉ホテルにて支部恒例行事である「隊友の集い」を開催しました。隊友１３名
の参加を得て約５時間にわたり、麻雀、囲碁、温泉入浴等の娯楽そして懇親会を盛会に行うことができました。 
 温泉場では、暫くぶりの再会者が多いこともあって入浴中に会話が弾み、上がる時間を忘れてしまう光景が見られ
ました。 
 後段の２時間の宴会は、各人の自己紹介・近況報告などで話が尽きずあっという間に時間が経過するとともに、今
後の行事での再会を誓い合い終了することができました。 
 その後の２次会では６人が赴き、１次会で叶わなかったカラオケと近況内容を存分に発信して平素のストレスの解
消と切磋琢磨に寄与することができました。 

懇親会での会話に夢中の隊友 麻雀に熱心な隊友 隊友の集い参加者集合写真 

着 任 部 隊 長 ・ 中 隊 長 等 紹 介 

 第１２施設群 
 第３９８施設中隊長 

      こうだ ゆうと 
 １尉  香田  悠渡 

 （３月１７日付）                                                                                                                                                                                                                                  

第３４５会計隊 
岩見沢派遣隊長 

       おはら けいた 
  ３尉  小原  圭太  

（３月１７日付）                                                                                                                                                                                                                                  

第３１４基地通信中隊 
岩見沢派遣隊長 

      さわぐち だいすけ 
  ２尉  澤口  大輔  
     （３月１７日付）                                                                                                                                                                                                                                  

新年交礼会開会の様子 支部役員と業務隊長・司令・群１科長 



省エネ・節電のスペシャリスト 

代表取締役 千 葉 賢 司 

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪） 

松 浦  淳 一 

岩見沢駐屯地の活動や訓練、イベント情報などを随時更新しています。 

是非ご覧になって下さい。 

代表取締役 

0126-22-5871 

岩見沢市有明町南１番地１４ 

多彩な催しにご利用いただける施設です。 

株式会社 振興いわみざわ 

代表取締役 五十嵐 一朗 

お気軽にお電話ください。 

株式会社 振興いわみざわ 岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井 
0126-(22)-8873 

飲み放題 3500円 

 
（５名様から） 

北の国から 

SNACK 

エックス インスタグラム ホームページ 
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本管中 畑澤３曹 
長男 一惺（いっせい） くん 

Ｒ７．１．２１生 

３９９施中 小﨑３曹 
長男 叶彩（とうあ） くん 
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永年の勤務お疲れさまでした
。 
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官 

本管中 花田（佐藤）３曹 
３９９施中 花田３曹 

Ｒ６．１２．２２ 

第１２施設群 
本管中 

  准尉 河原 康史 
（１月２７日付） 

第１２施設群 
本管中 

  ３尉 渋田 啓之 
（４月４日付） 

駐屯地業務隊 冨里３曹 
妻 周（あまね） さん 

Ｒ７．２．１１ 

３９９施中 山田士長 
妻 愛莉咲（ありさ） さん 

Ｒ７．２．１７ 

２直支中 濱野３曹 
三男 禄作（ろくさく） くん 

Ｒ７．３．１０生 


